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論文概要
ペダリングスキルは競技力に関係する重要な要素であるが，この評価には，高価な機材と専門的知識が必要で
あり，誰しもが評価できるわけではない．高ケイデンスペダリングは，下肢の伸展・屈曲動作の切り替え，下肢
筋群の活性化・非活性化の正確な調整が求められる運動であり，高度なスキルを必要とする．本研究は，「高ケイ
デンスを安定して維持する能力がペダリングスキルに関係する」と仮説立て，これらの関係について調査した． 
本研究にはサイクリスト含む 28名の健常成人男性が参加した．本研究は通常条件（80%VO2peak, 90 rpm）でペダ
リングスキル指標である力有効性指数（IFE）を計測した．また 30秒間維持できる最高ケイデンス（Cmax）を定量
化する高ケイデンステストを作成し実施させた．その結果，IFEとCmaxの間に中程度の相関関係が観察された
（r=0.64）．一方で，Cyclistsのみの場合，有意な関係は認められず，Novicesのみの場合，中程度の相関関係が観
察された（r=0.67）．以上より，ペダリングスキルと高ケイデンス維持能力が関係することが示唆され，ある一定
の競技レベルまでを対象とした場合，簡易的にペダリングスキルを評価できることが明らかとなった．
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図2　力有効性指数（IFE） とCmaxの関係：○がCyclists，●がNovicesである．全体では中程度の相関関係が観察され（r=0.64），
Novicesのみでも中程度の相関関係が観察された（r=0.67）．（Yamaguchi, Y., Otsuka, M., Watanabe, K., Wada, N., Nishiyama, T., 
2022. The relationship between pedal force application technique and the ability to perform supramaximal pedaling cadences. 
Frontiers in Sports and Active Livingより引用）
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